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コンピュータを使った英語音声教材の制作

早瀬 光秋*･中川 祥治車

平成14年度から実施される学習指導要領では音声言語としての英語の指導が一層強く

求められている｡音声面における指導に大変有効な録音教材は､自作しようとしてもハー

ドウェアの制約が大きく制作に困難を伴うため､結果として既成の教材に頼ってしまうと

いうのが現状であった｡しかし近年のコンピュータ機器の高速化と低価格化はそのような

制約をはぼ完全に取り除きつつある｡本稿ではハードウェア､ソフトウェア両面から具体

的な方法論を提示しそれらがすでに実用段階であることを示した｡

キーワード:英語､音声指導､自作教材､コンピュータ､ハードディスク録音

1.はじめに

近年英語教育において｢聞く｣｢話す｣の音

声面の指導がさらに重要視されている｡平成

14年度から実施の中学校学習指導要領(以下

新学習指導要領)の目標では｢…聞くことや話

すことなどの実践的コミュニケーションの能力

の基礎を養う｡｣1とあり､その解説書には｢…

なお､｢聞くこと｣や｢話すこと｣などとして

いるのは､特に中学校段階では音声によるコミュ

ニケーション能力を重視していることを示すた

めである｡･･･｣2とある｡平成14年度より前の

学習指導要領では､音声面重視の方向には動い

ていたが､基本的には3年間を通して｢聞く｣

｢話す｣｢読む｣｢書く｣の4技能のバランスを

求めていた｡従って多くの教科書では､1年生

は音声面重視であっても3年生は文字言語にウェ

イトを置くという構成をとっていた｡しかし､

新学習指導要領では｢各学年とも､……､特に

聞くこと及び話すことの言語活動に重点をおい

て指導すること｡｣1を求めており､3年生に至

るまで音声面の指導の重点化をすすめていかな

くてはならない｡

このような状況にあって､私たちは様々な活

動を通じて音声面の指導をしていかなくてはな

らないが､こうした指導の大変有力な教材に
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CDやテープなどによる音声教材がある｡音声

教材は､使用に際してビデオ教材はど機器や場

所の制約がなく､普段の授業から定期テストま

で様々な場面で使われているが､教師がそれを

自作することばあまりないのが現状である｡原

因としてはいろいろなことが考えられるが､一

番大きなものは技術的なことであろう｡紙メディ

アによる教材は､ワープロと印刷機(あるいは

ガリ版と謄写印刷機)を使い大変手軽に作るこ

とができるが､音声教材は録音や編集が大変困

難で､仮にカセットデッキなどを使って制作し

ても時間がかかる割にはいいものができないと

いうのが実際のところであろう｡しかし近年の

デジタル機器の発達と低価格化でこれらの技術

的な問題は解決しつつある｡本稿ではコンピュー

タを使った音声教材制作に必要なハードウェア､

ソフトウェア､編集の方法などを具体的に述べ

ていく｡

2.必要な環境

(1)ハードウェア的環境

コンピュータを使って録音をするということ

は､ハードディスクに録音する(音のデータを

記録する)ことで､MOに記録したり､まし

てやカセットデッキをコントロールして録音す

るということではない｡要求される基本スペッ

クとして､CPUはPentiumiii400M以上､ハー

ドディスク空き容量10Gもあれば充分(1分
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につき10M)､メモリ容履128M以Lで､PCl

空きスロット1つ､USIiインターフェイスな

どがあげられる｡しかしこのスペックはいわゆ

る廉価版コンピュータと言われる10万円以下

のものよりも低く､従って最近発売されたもの

であれば､どれでも性能的には問題ないと言え

る｡ただ､注意する点を2つあげると､PCIの

空きスロットは多めの方がよいので､大きめの

筐体を持っものが望ましい｡また､サウンドカー

ドとの｢相性｣の問題から､Cf■UはIntel製の

方がよい｡(Intel互換のAthron,Duron.CYlix

などのCPUは選ばない方がよい｡)

ハードディスクに録音するためには､サウン

ドカードが必要である｡自分のコンピュータか

ら昔が出るからといって必ずしもハードディス

ク録音に適したハードウエアであるとは言えな

い｡サウンドカードには､ゲームやDVDに対

応した他用途タイプのもの(Sound BlasteTな

ど)もあり､それらも使えなくはないが､サウ

ンド専用のDSP24Value(STA Sound Track

Audio社)やAudiowerk2(Emagic杜)など

の方がよい｡特にDSP24Valueは実売2万｢q台

ながら､24bit/96kHzに対応しており､音声教

材にBGMを重ねるときには､プロレベルの音

質を提供してくれる｡(図l)

サウンドカードは､PC内部のPClスロット

に増設するが､USB経由で外付けするタイプ

のUW500(YAMAHA祉)､しト8(Roland杜)

などもサウンドカードの代わりに使うことがで

きる｡これらはソフトウエアが同梱されており､

マイク端子やミキサーも内蔵しているので使い

凰l.DSP24Va[ue(Windows対応)

勝手はいいが､ソフトウェアの機能が低い｡

周辺機器としてマイクとミキサーが必要であ

る｡マイクはPCに付属しているような安いも

のでも録音できるが､サウンドカードが低価格

ながらプロクオリティというものもいくつか出

ているので､できれば高品質のものが望ましい｡

なお､マイクによってはプラグの形状がサウン

ドカード(RCAピン)と異なることがあるの

で､プラグアダプタが必要なときがある｡また､

サウンドカード例の入力はラインレベルなので

マイクの出力をミキサー(マイクレベルをライ

ンレベルに上げることができるもの)やマイク

プリアンプであげる必要がある｡

あとハードディスク内に完成した音声教材

(wavファイル)をCD-Rに焼くためのCD-R/

RWも必須である｡これだけのハードウエア

でソース録音､編集､マスター制作の全てが一

台のコンピュータ内で完結する｡アナログ機器

においては､複数の機器をラインで接続し大変

不自由で時間もかかるが､そのことを思うと大

変大きな差である｡なお､ノートパソコンの使

用はハードディスクドライブの性能が低かった

り､機器増設に関して様々な制約があるのでさ

けた方がよい｡

(2)人的環境

スタッフとしては､ひとりで全て出来なくは

ないが､1名程度は機器を担当する人がいると

何かと便利である｡録音する話者に関しては､

問題文朗読と英語文朗読で最低2名は必要であ

ろう｡同じ学校の他の英語担当教師に頼んだり､

ALTに頼んだりするとよい｡複数名で共同作

業をするときはスケジュールの調整､静かな場

所の確保が必要である｡またマイクに向かって

録音するときは一定の音量レベルで話す必要が

あるが､これは日常的に話をする場合とは異な

る方法が必要であり､意外に難しい｡編集の際

に青竜のレベルはデジタル的に調整が可能では

あるが､入力ソースの段階できちんとしておい

たはうがあとあとずっと楽になる｡
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3.必要なソフトウェア

ソフトウエアとしては音楽制作用のシーケンサ

を使用する｡以前はMIDIデータのみを扱うシー

ケンサが多かったが､現在では全てのシーケンサ

はオーディオトラックとMIDIトラックの両方を

持っている｡オーディオデータの録音､編集だけ

ならSoundForge(SonicFound叩杜)やTWE

(YAMAHA社=フリーソフト)などの波形編集

ソフトで可能だが､対話文を録音することの多い

英語音声教材制作用としては､マルチトラ･7クで

軽快なノンディストラクティプ(非破壊)編集が

可能なシーケンサの方が使いやすい｡

シーケンサは入門用からプロユースまで様々

なものが市販されている｡どんな道貝でもそう

だが､ある程度なれたらプロユースの道具は大

変使いやすくできているということがわかる｡

シーケンサも然りで､初心者は入門用を使う傾

向があるが､最初は敷居が高いかも知れないが､

プロユースのシーケンサを使うことをおすすめ

する｡プロユースのシーケンサには膨大な機能

が詰め込まれているが､英語教材制作に使う機

能は限られたものだけで､それだけならそう困

難ではない｡使わない機能はもったいない感じ

もするが､その実定盤､軽快さ､操作性､編集

精度などカタログスペックに出てこない部分が

優れており非常に使い勝手がよい｡代表的なプ

ロユースのシーケンサとしてはLogic Audio

(Emagic社)､CubaseVST(Steinberg杜)､

DigitalPer払rme【(MOTU祉)などがある｡

シーケンサ以外に必要はソフトウェアとして

は､CD-Rに書き込みを行うためのものが必要

になる｡これらはCD-R/RWのハードウエア

に同梱しているので特に求める必要はない｡

4.機器とソフトのセッティング

本段落以降は､特定のハードウェアとソフトウェ

アにおいて論を進める｡以下にまとめてみた｡

PC→IBMPC互換機

(Intel製CPUPentiu皿iiilG)

OS-･Wirldows98SE

ftDD→40G 7200rpmWesternDigital製

Memory→512M Nobrand

CD-R/RW→Plexter24/10/40A

(IDE接続の内蔵型)

CD-RWriting Software→lrs Record GOLD

♯上記CDR-RWに同梱のもの

Sequencer→LogicAudioPlatinum

Ver.4.8.1

MixeE→DCMlOO(FOSTEX)

MICPre-amP→MLA7(YAMAHA)

実際にサウンドカードがPCIスロットに装

着された様子を次に示す｡(図2)(図3)

サウンドカードを本体に装着する際に､カー

ドを賃区動させるためのASIO Driverをインス

トールする必要があるが､これはOSの方から

設定のためのウィザードが自動的に立ち上がる

のでそれに従えばよい｡LogicAudioおよびB-5

RecorderGOLDのインストールについては特

に問題になる所はない｡
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5.基本的な制作手順

旧来のテープを使った録音方法と比べるとハー

ドディスク録音はいくつカ?異なる点を持ってい

る｡以下にそれらをまとめてみる｡

●録音開始､終了時の雑音も含めて､ノイズが

きわめて少ない｡

●録音後の編集が視覚的に自在に行うことがで

きる｡

･文と文のポーズを秒以下の単位で調整､挿

入することができる｡

･録音内容を自在に入れ替えることができる｡

･マルチトラック録音ができる｡(対話文の

パート毎にトラックをあてることができる｡)

･あとから特定のトラックにエフェクトを容

易にかけることができる｡

･BGMや環境音を別トラックに挿入するこ

とができる｡

●全ての録音作業､編集､マスター作成がコン

ピュータ内で完結する｡

以上のいくつかはマルチトラックテープレコー

ダを使えばできなくはないが､シーケンサを使っ

た場合と比べると作業性は著しく劣る｡それに

現在ではマルチトラックテープレコーダ自体が

入手困難である｡

次の対話文スクリプトを例に実際に録音する

手順を見ていく｡

これから読む対話文を聞いて質問に答えなさい｡

答えはア～エからひとつ選び､記号を解答欄に書

き入れなさい｡読み上げ文は2回読みます｡

Ben:Whatisit,Jane?

Jane:Atextbook.I'vejustfinishedit.

Ben:Didyoureadmycomic?

Jane:Sorry,Ben.I'vebeenbusy.Iwillreadit

tomorrow.

質問します｡

HasJanefinishedBen'scomicyet?

(以下の選択肢はプリントに印刷されている｡)

ア No,nOtyet. イ Yes,Shehas.

ウ She'sbeenbusy. エJustfinished.

問題指示文朗読者､Jane役､Ben役の3人で

録音することとして､次のようにシーケンサの

トラックの割り振りをする｡

第1トラック→問題指示文

第2トラックrJane

第3トラック→Ben

ひとっのトラックに全てのパートを録音する

ことも可能だが､あとで編集をしたり目で確認

したりすることを考えると複数のトラックを使っ

た方が便利である｡

トラックの割り振り計画ができ､スタッフが

そろい､ミキサーとマイクのセッティングが終

わったら､LogicAudioを立ち上げる｡Track

Mixerを開いて､3つのトラックをステレオの

モードにして各パートの録音を開始する｡本例

題の場合はあまり長い文はないので､各パート

毎に通して録音することはそんなに困難ではな

いが､長めのせりふがあると､何回も録音し直

しをしなくてはならない時が出てくる｡そういっ

た失敗を防ぐ最も確実な方法は全て1文単位で

録音していくことである｡実際に通して言って

いるわけではないのでやや臨場感に欠けるきら

いはあるが､文と文の間隔をあとで自在に調整

することにより､自然な流れにすることができ

る｡そのような方法で録音した画面が図4であ

る｡

図4 LogicAudioのArrangeWindow

このArrangeWindowは縦軸がトラック､槙

軸が時間を表している｡日本語の指示文は通し

て録音したが､英語の対話文は1文単位の録音

である｡横の流れが各トラックを表し､バーひ

とっひとつが録音された文である｡録音された

状態が視覚化されているので大変編集が容易で

ある｡画面内のバーはマウスでドラッグやコピー

することができる｡バーを右方向へドラッグす
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れば文と文のポーズが長くなり､左方向なら短

くなる｡また範囲指定してコピーをすれば､2

回目の繰り返しの分を容易に作成することがで

きる｡また通してプレイバックしてみて､もし

不備なところがあればその部分を簡単に差し替

えることができる｡これらの操作は全てノンディ

ストラクティブに行われ元の波形を書きかえる

ことばないので大変軽快に操作することができ

る｡

6.応用的な方法

(1)音にエフェクトをかける

録音する話者がひとりしかいない場合､音に

エフェクトをかけることで何人かで対話をして

いるように聞かせることができる｡LogicAudio

は音楽制作のために必要な様々なエフェクトを

内蔵している｡声色を変えるのであれば､Pitch

Shifterがいいだろう｡あるいは電話の声みた

いに少し商っペらい感じのものにするのであれ

ば､HighPassFilterを使うとよい｡これらも

やはりノンディストラクティブなので何度でも

やり直すことができる｡

(2)BGMを重ねる

簡単な対話文であっても効果音､環境音､B

GMなどがあると臨場感が増す｡LogicAudio

のあいているトラックに直接録音したり､効果

音CDなどのソースからリッビング(吸い上げ)

して､WaVファイルを作成しそれをLogicAudio

に貼り付けることができる｡CDからリッビン

グするためのユーティリティをリッパーという

が､CD-R書き込み用のB,s Recorder GOLD

がリッパーを内蔵している｡B,s Recorder

GOLDの補助メニューから｢WAVE作成｣を

選ぶと大変容易に音楽CDからwav形式のファ

イルを作成することができる｡LogicAudioか

らは､Audio Windowを開いて(Ctrl+9)､

メニュ,バーのAudio FileからAddAudioFile

でリッビングしたwavファイルを指定された

トラックに貼り付ける｡音量のバランス､フエ

イドイン･アウト､クロスフエイドなどはもと

もと音楽制作のツールであるLogicAudioにとっ

てお手のものである｡

7.CD-Rに焼く

以上のようにして作成された教材はまだハー

ドディスクの中にある｡実際に授業などで活用

するには何らかの別のメディアにデータを移し

替えた方が使いやすい｡経費面や操作性を考え

ると現時点ではCD-Rの右に出るものはない｡

CD-Rのメディア単価はカセットテープよりは

るかに安価で､録音時間も実時間に対して数分

の一程度の時間で終了することができる｡

CD-Rに焼くためには､録音データをwav

ファイル化しなくてはならない｡Arrange

Windowで完成した段階では実はwavファイ

ルは作成されていない｡ここで保存するとLogic

Audioのファイル形式で保存されてしまう｡

(この形式による保存ももちろん必要であるが｡)

エフェクトも含めた全てのトラックの情報をひ

とつのwavファイルにまとめるためにはTrack

MixerのBounce機能を使う｡Track Mixerの

Masterlの下方のBounceボタンを押すとwav

ファイル作成をすることができる｡(図5)作

成先は任意のフォルダ､LogicAudioのTrack

およびその両方から選ぶことができる｡こうし

てできあがったwavをB,s Recorder GOLDの

補助メニュpから｢青菜CD｣を選びCD-Rに

書き込むのである｡
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8.おわりに

少し前なら専門のスタジオを借りなければ出

来なかったクオリティの録音が安価で手軽に自

宅で出来るよう･になってきた｡これもデジタル

化のなせるわざであろう｡このような環境の変

化は英語教師にとって大いなる福音で､自作教

材の幅が広がりひいては音声面の指導に大きく

寄与するであろう｡ハードディスク録音はまた

Webによる共有を促進するという側面も持っ｡

紙メディアレベルではとかく教材の共有に困難

が伴いがちで､Webに乗せるにはいくつかの

処理が必要であった｡ハードディスク録音の場

合は､教材が完成した時点で即Webに乗せる

ことができる状態になっている｡(mp3などに

変換して容量を小さくする必要はあるかもしれ

ないが｡)ブロードバンドも急速に普及しつつ

あり､ほとんど全ての環境は整ったといってよ

い｡たくさんの方が音声教材を自作するように

なり､それらがWebで共有化されていくのを

期待したい｡
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